
 
小　児　科　学
研究概要
(A) 免疫・アレルギー・感染部門
　文部省科学研究費基盤研究展開 A ｢ADF／チオレドキシンによる食品低アレルゲン化法の開発と食物アレル
ギー治療｣ (平成10～12年度)， 同基盤研究 C ｢ナイーブ T 細胞の分化制御因子の解析とアレルギー性疾患の発
症予測の試み｣ (平成10～11年度)， 厚生省特定疾患 ｢原発性免疫不全症候群研究班｣， 厚生科学研究 ｢アト
ピー性皮膚炎の治療の確立と評価に関する研究班｣， 同 ｢喘息ガイドライン作成に関する研究班｣， 同 ｢小児
慢性疾患の効果的療育支援のあり方と治療の評価に関する研究班｣， 公健協会委託 ｢気管支ぜん息発症に関わ
る因子の検索と検査手法の開発に関する研究班｣ などで， 小児アトピー性疾患の病因病態における食物アレ
ルギーの関与の解明と新しい治療法の開発， ヘルパー T 細胞の分化機構の解明とそのアレルギー疾患治療・
予防への応用の可能性， 複合型免疫不全症である CD8 欠損症 (ZAP-70 欠損症) の病因と病態の解析， 気管支
喘息治療ガイドラインの作製， アトピー性皮膚炎治療ガイドラインの作製， 小児慢性疾患患者の QOL の改
善に向けた研究， 気管支喘息の発症予測因子の解明と予防法の確立などの研究活動を行った｡ 臨床では， 気
管支喘息， アトピー性皮膚炎， 小児膠原病を中心に， その病態の解析やより有効な治療法の開発を行った｡
(B) 内分泌・代謝部門
　タンデム質量分析計による新生児マススクリーニング・パイロットスタディの規模を拡大し， 日本におい
てはプロピオン酸血症の頻度が高く重要なスクリーニング対象疾患であることを明らかにした｡ スクリーニ
ングされた患者の療育についても検討し問題点を報告した｡ ウイルソン病のマススクリーニングでは， ３歳
児健診時での尿セルロプラスミン測定を実施し， その有用性について検討した｡ 脂肪酸酸化異常症や有機酸
代謝異常症のハイリスクスクリーニングも行い， 多数の患者の化学診断を報告し， 遺伝子解析も試みた｡
Fructose-1,6-diphosphatase 欠損症については， 更に重症例に関して遺伝子解析を行い報告した｡ また fructose-
1,6-bisphosphatase 遺伝子の調節領域の研究をすすめ発表した｡ 肝型糖原病に対するコーンスターチ療法の有用
性を検討し発表した｡ Canavan 病モデルラットの生化学的・分子生物学的解析を行いその病態を解明した｡ 性
分化異常症について， アロマターゼ欠損症例と性染色体異常症例を診断し報告した｡ 成長ホルモン分泌調節
へのチオレドキシンの関与を検討し発表した｡
(C) 腎・尿路系部門
　(1) 新生児の腎尿路異常に対する超音波スクリーニング (2) 腎尿路異常を有する小児や尿路感染症児の内科
的な管理による経過観察 (3) 小児ネフローゼ症候群のステロイドおよび免疫抑制療法に関するコントロールス
タディーを引き続き行い， 尿路奇形の発生における angiotensin II type 2 receptor 遺伝子異常の関与について検
討した｡ そして (1) 初発のネフローゼ症候群患者に対するステロイドの長期投与法が国際法よりも寛解維持率
が高く， とくに年長の男児で高く頻回再発例も少ないこと (2) cyclophosphamide 投与後なお頻回に再発するネ
フローゼ患者に対して azathioprine の長期投与が再発防止に有効であること (3) VUR などの腎尿路奇形の超音
波検査などによる診断法とその対処法をそれぞれ誌上に発表した｡ また， (1) 日本人小児の低形成腎などの腎
尿路奇形の発生には angiotensin II type 2 receptor 遺伝子異常の関与が見られないこと (2) 腎性低尿酸血症の症
例を学会報告した｡
(D) 小児循環器部門
　小児循環器部門では， 臨床面においては (1) 先天性心疾患の診断および心臓血管外科との連係による治療
(2) 生後発症小児心疾患 (不整脈， 川崎病後冠動脈障害など) (3) 学童の心臓検診とそのフォローを行っている｡
また血液・悪性腫瘍グループとの連係のもと， 化学療法による心機能への影響について， 心エコーなどによ
る非侵襲的評価を試みている｡ 小児循環器分野ではカテーテル治療の適応拡大が進んでおり， 当科でも該当
症例に対する治療を施行している｡ また小児肺高血圧患者において各種病態に応じた治療方法の検討を行って
いる｡
(E) 血液， 悪性腫瘍部門
　血液， 悪性腫瘍部門は， 臨床において白血病や固形悪性腫瘍に対しての化学療法， 分化誘導療法， 造血
幹細胞移植を行っている｡ 個々の症例について概要を報告した｡ また， 遺伝子学的手法を用いた  DNA， RNA



レベルでの診断や治療効果の評価を行い， 臨床応用について検討しており， 平成12年 7 月に ｢固型腫瘍の
DNA 診断｣ が高度先進医療として承認された｡
(F) 神経・発達部門
　外来においてはてんかん患児の診療を中心に， 発達障害児や近年問題となっている登校拒否， 食思不振症
などの診療にあたっている｡ 研究としては，  fMRI や NIRS などの画像検査の神経疾患や発達障害児への応用
に取り組んでいる｡
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